
　
2
0
1
7
年
度
支
部
新
入
生
父
母
の
集
い

お
よ
び
支
部
総
会
・
父
母
懇
談
会
日
程
を
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
ご
出
席

く
だ
さ
い
。
該
当
の
皆
さ
ま
に
は
順
次
郵
送

に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
が
、
他
支
部
に
出

席
希
望
の
方
は
、
開
催
2
週
間
前
ま
で
に
下

記
、
後
援
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
首
都
圏
（
東
京
都
、
神
奈
川
県
、

埼
玉
県
、
千
葉
県
）
に
お
住
ま
い
の
会
員
の

皆
さ
ま
に
は
、
1
年
生
の
学
生
を
持
つ
会
員

の
皆
さ
ま
を
対
象
に
6
月
11
日
（
日
）
市
ケ

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
首
都
圏
新
入
生
父
母

説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
1
～
3

年
生
の
学
生
を
持
つ
会
員
の
皆
さ
ま
を
対
象

に
10
月
8
日
（
日
）
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
、

10
月
15
日
（
日
）
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
、
10

月
21
日
（
土
）
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
首
都

圏
父
母
懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
別
途
ご
案
内

を
お
送
り
し
ま
す
。

※
最
新
の
情
報
は
後
援
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
に
な

る
か
、
後
援
会
事
務
局
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２
０
１
７
年
度
支
部
新
入
生
父
母
の
集
い
、
支
部
総
会
・
父
母
懇
談
会
の
お
知
ら
せ

支　部 新入生父母の集い 支部総会・父母懇談会
北海道 5月27日（土） 7月29日（土）
青森県（50周年） 6月10日（土） 7月9日（日）
岩手県 6月10日（土） 7月8日（土）
宮城県 5月21日（日） 7月23日（日）
秋田県 6月10日（土） 7月9日（日）
山形県 6月11日（日） 7月23日（日）
福　島 6月10日（土） 7月22日（土）
郡　山 6月4日（日） 7月29日（土）
茨城県 5月28日（日） 7月23日（日）
栃木県 5月21日（日） 7月16日（日）
群馬県（40周年） 6月25日（日） 8月27日（日）
新潟県 6月4日（日） 8月19日（土）
富山県（20周年） 6月18日（日） 8月26日（土）
石川県 6月11日（日） 8月20日（日）
福井県 6月10日（土） 8月26日（土）
山梨県 5月28日（日） 7月22日（土）
長野県 5月20日（土） 7月23日（日）
静　岡 6月11日（日） 7月22日（土）
浜　松 7月23日（日） 7月23日（日）
東海（30周年）※1 6月11日（日） 8月6日（日）
関西※2 6月11日（日） 8月5日（土）

鳥取・島根県 5月14日（日） 鳥取県 7月15日（土）5月28日（日） 島根県
岡山県 6月11日（日） 8月6日（日）
広島県 5月27日（土） 7月23日（日）
山口県 6月10日（土） 7月30日（日）
徳島県 6月18日（日） 8月26日（土）
香川県 6月18日（日） 8月27日（日）
愛媛県 5月28日（日） 8月20日（日）
高知県 5月21日（日） 7月30日（日）
福岡県（40周年） 6月11日（日） 8月20日（日）

佐賀・長崎県 6月11日（日）佐賀県 8月20日（日）6月18日（日）長崎県
熊本県 6月17日（土） 8月19日（土）
大分県 5月21日（日） 8月27日（日）
宮崎県 6月25日（日） 7月30日（日）
鹿児島県 6月25日（日） 8月26日（土）
沖縄県（20周年） 5月20日（土） 7月29日（土）

 2017年度　新入生父母の集い、支部総会・父母懇談会 開催日程 2017年4月3日現在

※1 東海（愛知県、岐阜県、三重県）　※2 関西（大阪府、京都府、兵庫県、奈良県、和歌山県、滋賀県）

法政大学後援会事務局
〒102-0073　東京都千代田区九段北3-2-3 法政大学九段校舎4F
TEL：03-3264-9350　FAX：03-3264-9367  
E-mail：koenkai@hosei.ac.jp　　            

後援会ウェブサイト  
URL: http://www.hosei-koenkai.org/
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だ
よ
り
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「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が
母
校
」

「
後
援
会
だ
よ
り
」は
後
援
会
が
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

　
法
政
大
学
に
ご
入
学
の
皆
さ
ま
、
ご
家
族

の
皆
さ
ま
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
法
政
大
学
後
援
会
（
以
下
、
後
援
会
）
は

学
部
学
生
の
父
母
・
保
証
人
に
よ
り
構
成
さ

れ
、
お
子
さ
ま
の
入
学
と
同
時
に
ご
入
会
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
後
援
会
は
1
9
4
7
年
に
発
足
し
、
戦
争

で
荒
廃
し
た
大
学
の
教
育
環
境
の
立
て
直
し

を
支
援
す
る
た
め
に
保
護
者
が
立
ち
上
げ
た

組
織
で
す
。
現
在
約
2
万
8
0
0
0
人
の
会

員
を
有
し
、
首
都
圏
お
よ
び
全
国
36
支
部
で

活
動
し
て
い
ま
す
。「
学
生
と
大
学
の
一
番
の

応
援
団
」
と
し
て
、
よ
り
広
い
立
場
で
学
生

生
活
が
よ
り
豊
か
に
な
る
よ
う
大
学
を
支
援

し
、
今
年
設
立
70
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
後
援
会
は
、
今
年
も
首
都
圏
お
よ
び
全
国

支
部
で
父
母
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
父
母

懇
談
会
で
は
総
長
ま
た
は
学
部
長
の
講
演
や

大
学
職
員
に
よ
る
説
明
な
ど
を
通
じ
て
、
大

学
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
留
学
、
就
職
な
ど
幅
広
く

最
新
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
職
員
に

よ
る
個
別
相
談
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
い
た
だ
き
、
法
政
大
学
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
入
学
式
に
出
席
し
た
学
生
と
そ
の

ご
家
族
に
、
後
援
会
の
紹
介
、
年
間
行
事
、

保
護
者
か
ら
よ
く
あ
る
質
問
な
ど
を
ま
と
め

た
「
後
援
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
配
布
し
ま

し
た
。
ま
た
、
7
月
上
旬
に
大
学
生
活
に
必

要
な
情
報
が
詰
ま
っ
た
「
会
員
の
た
め
の
大

学
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
2
0
1
7
」
を
ご
家
庭
に

郵
送
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を
後
援
会
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
も
公
開
し
ま
す
の
で
、
4
年
間
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
後
援
会
活
動
へ
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「法政大学後援会総会」開催のお知らせ
法政大学後援会では会則第11条により、2017年度の総会を開催いたします。
総会終了後、大学主催の感謝状贈呈式ならびに懇親会を開催しますので、ぜひご出席ください。
なお、会員の皆さまにはこの記事をもって総会開催通知とさせていただきます。

法政大学後援会会長　祖父江 一仁

日 時 2017年6月3日（土）　13：00～（14：30終了予定）

会 場 市ケ谷キャンパス　外濠校舎6階　「薩埵ホール」　 東京都千代田区富士見2-17-1
  JR総武線：市ケ谷駅または飯田橋駅下車、徒歩10分
  （地下鉄）都営新宿線：市ヶ谷駅／都営大江戸線・東京メトロ東西線：飯田橋駅
     東京メトロ有楽町線・南北線：市ケ谷駅または飯田橋駅下車いずれも徒歩10分

議 題 （1）2016年度事業報告と決算案について
  （2）2017年度事業計画と予算案について
  （3）役員の選出について
  （4）その他

出席希望の方は、E-mail、ハガキまたはFAXに必要
事項（①～③）をご記入の上、5月19日（金）までに、
下記、後援会事務局までお送りください。
①法政大学後援会総会にご出席の旨
②出席される方の住所、氏名
③学生の氏名、学部、学生証番号

〒102-0073 法政大学後援会事務局『総会』係
東京都千代田区九段北3-2-3　
法政大学九段校舎4F
ＴＥＬ：03-3264-9350　ＦＡＸ：03-3264-9367
E-maiｌ：koenkai@hosei.ac.jp

新
入
生
保
護
者
の
皆
さ
ま
へ

法
政
大
学
後
援
会
会
長

祖
父
江 
一 

仁

上記日程は変更になる場合があります。
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後
援
会
賞
受
賞
者（
学
術
分
野
）
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公
認
会
計
士
試
験
や
国
家
公
務
員
試
験
の
難
関
国
家
試
験
を
合
格
し
た
16
人
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
い
て
優

れ
た
成
績
を
残
し
た
10
人
、
外
国
人
留
学
生
の
中
で
国
際
交
流
に
特
に
貢
献
し
た
3
人
に
対
し
て
、
祖
父
江

一
仁
後
援
会
会
長
よ
り
表
彰
状
と
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

レ
ス
リ
ン
グ
部

文
部
科
学
大
臣
杯
平
成
28
年
度
全
日
本
大
学
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン

ス
タ
イ
ル
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
個
人
対
抗
戦
男
子
80
㎏
級
５
位

人
間
環
境
学
部
４
年

青
木 

奏
太　

名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
、
誇
り
に
思
い
ま
す
。
多

く
の
方
に々
支
え
ら
れ
、
競
技
を
が
ん
ば
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
ま
す
。

弓
道
部

第
40
回
女
子
東
西
学
生
弓
道
選
抜
対
抗
試
合

東
軍
メ
ン
バ
ー
選
出国

際
文
化
学
部
４
年

小
原 

綾
佳　

部
員
や
周
り
の
方
の々
支
え
が
な
け
れ
ば
こ
の
よ

う
な
賞
は
頂
け
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
精
進
し
ま
す
。

ヨ
ッ
ト
部

２
０
１
６
年
度
全
日
本
女
子
ス
ナ
イ
プ

ス
ナ
イ
プ
級
２
位

社
会
学
部
４
年

岩
井 

友
香　

4
年
間
の
最
後
に
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
、

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
社
会
人
に
な
って
も
向
上

心
を
持
つ
こ
と
を
忘
れ
ず
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

第
67
回
全
日
本
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会 

男
子
ダ
ブ
ル
ス
ベ
ス
ト
８

経
済
学
部
４
年

藤
野 

琢
人　

こ
の
成
果
は
、
た
く
さ
ん
の
方
が
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
お
か
げ
で
す
。
今
後
は
社
会
人
と
し
て
、

法
政
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

少
林
寺
拳
法
部

第
50
回
少
林
寺
拳
法
全
日
本
学
生
大
会
立
合
評
価
法
男
子
軽
量
級
６
位
、

２
０
１
６
年
少
林
寺
拳
法
全
国
大
会
男
子
運
用
法
の
部
優
秀
賞

法
学
部
４
年

五
十
嵐 

誠　

4
年
間
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
へ々の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
今
後
も
精
進
い
た
し
ま
す
。

重
量
挙
部

平
成
28
年
度
第
１３
回
全
日
本
学
生
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
選
抜
大
会 

男
子
８５
㎏
級
２
位

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
４
年

新
海 

裕
輝　

受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
光
栄
に
思
い
ま

す
。
今
後
も
法
政
大
学
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、

周
り
の
方
へ々の
感
謝
を
忘
れ
ず
精
進
し
ま
す
。

野
球
部

東
京
六
大
学
春
季
リ
ー
グ
戦

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
（
内
野
手
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
４
年

金
子 

凌
也　

チ
ー
ム
メ
ー
ト
、
監
督
、
コ
ー
チ
、
そ
し
て
応
援

し
て
く
だ
さ
っ
た
方
へ々の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ

て
、
こ
れ
か
ら
の
野
球
人
生
を
が
ん
ば
り
ま
す
。

ボ
ク
シ
ン
グ
部

第
71
回
国
民
体
育
大
会
（
岩
手
）
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技  

成
年
男
子
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
３
位

法
学
部
４
年

齊
藤 

優
雅　

社
会
に
出
て
も
、
大
学
生
活
で
の
学
び
を
生
か

し
て
、
周
り
の
人
た
ち
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
ず
に
、
前
向
き
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

馬
術
部

第
71
回
国
民
体
育
大
会（
希
望
郷
い
わ
て
国
体
）馬
術
競
技
成
年
男
子

六
段
障
害
飛
越
４
位
、
成
年
男
子
ト
ッ
プ
ス
コ
ア
飛
越
７
位

経
済
学
部
４
年

出
田 

匠　

名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
光
栄
で
す
。
馬
術
競
技
の

知
名
度
向
上
に
貢
献
で
き
た
こ
と
も
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
てい
き
ま
す
。

ス
キ
ー
部

第
31
回
全
日
本
学
生
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ス
キ
ー
大
会

男
子
1.2
㎞
ス
プ
リ
ン
ト
（
ク
ラ
シ
カ
ル
）
２
位

経
済
学
部
４
年

佐
々
木 

謙
也　

多
く
の
方
の々
支
え
で
、
4
年
間
競
技
に
打
ち

込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
大
学
の
名

に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
さ
ら
に
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

後
援
会
賞
受
賞
者（
ス
ポ
ー
ツ
分
野
）

公
認
会
計
士
試
験
合
格

経
済
学
部
４
年

染
谷 

哲
郎　

私
が
努
力
し
て
き
た
こ
と
を
こ
の
よ
う
な
か
た
ち

で
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
今
後
は
、
成
長
企
業
の
支
援
や
N
P
O

法
人
の
た
め
の
プ
ロ
ボ
ノ
活
動
を
通
じ
て
社
会
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
認
会
計
士
試
験
合
格

経
済
学
部
４
年

多
胡 

壮
太
郎　

努
力
し
た
こ
と
が
実
を
結
び
、
さ
ら
に
は
こ
の
よ

う
な
名
誉
あ
る
賞
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
て
、

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
常
に
第
一
線
で
活

躍
で
き
る
よ
う
、
知
識
と
実
地
ス
キ
ルの
研
さ
ん

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

公
認
会
計
士
試
験
合
格

経
営
学
部
２
年

渋
谷 

龍
祐　

こ
の
た
び
は
、
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
光
栄
に
存

じ
ま
す
。
試
験
に
合
格
で
き
た
の
も
周
り
の
人

た
ち
に
支
え
ら
れ
た
お
か
げ
で
す
。
感
謝
の
念

を
忘
れ
ず
、
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
合
格

社
会
学
部
４
年

永
島 

靖
大　

家
族
を
は
じ
め
、
周
り
の
方
の々
支
え
も
あ
り

結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
栃
木
県
庁

入
庁
と
い
う
、
当
初
よ
り
志
望
し
て
い
た
地
方

行
政
の
道
に
進
み
、
県
の
発
展
に
貢
献
し
た
い

と
思
って
い
ま
す
。

国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
合
格

生
命
科
学
部
４
年

伊
藤 

彰
伸　

ま
さ
か
と
は
思
い
ま
し
た
が
、
先
輩
や
教
員
の

方
々
な
ど
、
多
く
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、
合
格
で

き
ま
し
た
。
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
就
職
先

で
も
、
大
学
で
の
経
験
を
生
か
し
て
が
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
合
格

法
学
部
４
年

室
伏 

黎
佳　

こ
の
よ
う
な
賞
を
頂
き
光
栄
に
思
い
ま
す
。
自

分
に
余
裕
の
な
い
と
き
に
も
、
支
え
て
く
れ
た

人
た
ち
に
感
謝
し
た
い
で
す
。
こ
の
と
き
の
自
分

に
恥
じ
な
い
よ
う
、
今
後
も
努
力
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
合
格

文
学
部
４
年

川
口 

雄
希　

こ
の
た
び
は
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
光
栄
に
思
い

ま
す
。
小
さ
な
努
力
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ

り
、一つ
の
結
果
を
残
せ
た
こ
と
は
今
後
の
社
会

生
活
に
も
つ
な
が
る
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。

外
国
人
留
学
生
表
彰
者

２
０
１
６
年
度
総
留
学
生
会
会
長

社
会
学
部
４
年

尹 

貞
荷　

4
年
間
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
楽
し
い
思
い
出
が

で
き
ま
し
た
。
特
に
、
留
学
生
た
ち
が
力
を
合

わ
せ
て
大
学
祭
に
出
店
し
た
と
き
の
感
動
は
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
学
ん
だ
知
識
や

経
験
を
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
度
総
留
学
生
会
副
会
長
／
２
０
１
４
年
度
中
国
留
学
生
会
会
長

文
学
部
４
年

吴 

奇　

出
国
前
の
進
学
調
査
票
で
法
政
大
学
を
希
望
し

た
も
の
の
、
本
当
に
入
学
で
き
る
と
は
思
って
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
4
月
か
ら
は
大
学
院
に
進
学
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
中
国
と
縁
が
深
い
法
政
大
学

で
勉
強
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
度
韓
国
留
学
生
会
会
長

経
営
学
部
４
年

朴 

鍗
湘　

留
学
生
活
の
基
が
法
政
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
誇
り

に
思
って
い
ま
す
。「
自
由
と
進
歩
」
の
理
念
を

胸
に
、
も
っ
と
長
く
、
も
っ
と
厚
く
、
そ
し
て
柔

軟
な
交
流
に
貢
献
で
き
る
社
会
人
に
成
長
す
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

公
認
会
計
士
試
験
合
格

経
営
学
部
３
年

相
原 

光
輔　

名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
、
光
栄
に
思
い
ま
す
。
今

後
は
こ
の
結
果
を
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
と

し
て
、
向
上
心
を
持
ち
、
社
会
に
貢
献
で
き
る

会
計
士
に
な
れ
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

公
認
会
計
士
試
験
合
格

経
営
学
部
３
年

田
中 

音
羽　

こ
の
た
び
は
、
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
光
栄
に
思

い
ま
す
。
沢
山
の
方
の
支
え
や
応
援
が
あ
り
、

勉
強
を
継
続
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
日
々
努

力
し
て
、
信
頼
で
き
る
会
計
士
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

公
認
会
計
士
試
験
合
格

経
営
学
部
３
年

松
嶋 

佑
哉　

こ
の
た
び
は
、
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
光
栄
に
思

い
ま
す
。
今
後
は
、
感
謝
の
気
持
ち
と
共
に
、

常
に
向
上
心
を
持
ち
、
自
分
を
磨
き
続
け
ら
れ

る
よ
う
な
人
間
と
し
て
社
会
に
貢
献
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

公
認
会
計
士
試
験
合
格

経
営
学
部
３
年

松
岡 

喜
子　

こ
の
た
び
は
、
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
へ々の

感
謝
を
胸
に
、
広
く
社
会
に
貢
献
で
き
る
公
認

会
計
士
に
な
れ
る
よ
う
、
日
々
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

公
認
会
計
士
試
験
合
格

経
済
学
部
３
年

永
田 

郷　

こ
の
た
び
は
、
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
光
栄
に

存
じ
ま
す
。
今
後
は
、
日
本
経
済
の
発
展
に

貢
献
す
る
公
認
会
計
士
と
な
る
た
め
に
、
常

に
向
上
心
を
持
ち
、
自
己
を
磨
い
て
い
き
ま

す
。

国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
合
格

経
済
学
部
４
年

今
木 

美
彰　

こ
の
度
は
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
光
栄
で
す
。
弛

ま
ぬ
努
力
に
よ
って
合
格
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
は
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
に々
感
謝
を
忘
れ
ず
、
公
務
に
勤
し
み
ま
す
。

２
０
１
６
年
度　

法
政
大
学
後
援
会
表
彰

国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
合
格

経
済
学
部
４
年

諏
訪 

惠
亮　

不
安
と
孤
独
に
耐
え
た
日
で々
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
積
み
上
げ
て
き
た
も
の
を
合
格
と
い
う

か
た
ち
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
学
で

得
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
精
進

い
た
し
ま
す
。
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